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凡

修t

一
ツ
書
き
の
各
条
、
こ
と
に
便
宜
上
通
し
番
号
を
付
し
た
が
、
見

出
し
ゃ
改
行
に
よ
り
段
落
の
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
に
も
番
号

を
付
け
た
。

一
、
句
読
点
を
補
い
、
謡
曲
本
文
の
引
用
部
分
は
「

」
で
囲
み
、

曲
名
は
〈
〉
で
補
っ
た
。

一
、
漢
字
の
異
体
字
や
旧
字
体
は
、
通
行
の
字
体
や
新
字
体
に
改
め

る
こ
と
を
原
則
と
し
た
が
、
「
豆町

・
高
」
等
底
本
の
ま
ま
の
も

の
も
あ
る
。

一
、
文
字
遣
い

・
清
濁

・
振
り
仮
名
等
の
諸
記
号
は
、
底
本
の
ま
ま

と
し
た
@
但
、
ミ
セ
ケ
チ
等
は
こ
れ
を
省
き
、
訂
正
後
の
本
文

の
方
を
選
ん
だ
。

一
、
平
仮
名
と
片
仮
名
の
区
別
は
底
本
の
ま
ま
と
し
た
が
、

「リ

・

ツ
」
等
の
区
別
は
適
宜
判
断
し
て
定
め
た
。
又
、「
ぷ
」
は
「
よ

り
」
に
改
め
た
。

一
、
底
本
で
は
助
詞
等
を
小
字
で
記
す
こ
と
も
あ
る
が
、
す
べ
て
他

の
同

一
の
大
き
さ
と
し
て
区
別
し
な
か
っ
た
。

一、

謡
曲
の
引
用
等
に
施
さ
れ
て
い
る
節
付
は
、
煩
雑
に
な
る
の
で

省
略
し
た
。

一
、
校
訂
者
の
注
は
、
行
聞
に

、
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内

秘息

密

{専

1 

先
、
さ
し
寄
て
、
誰
も
御
謡
大
事
の
物
と
申
侍
り
候
。
ひ
と
ふ

し
も
御
謡
候
方
様
ハ

、
謡
も
可
有
と
思
召
候
時
ハ
前
方
よ
り
う

た
ふ
へ
き
を
心
に
か
け
、
所
望
の
時
、
其
俄
御
謡
候
事
、
専
一

に
て
候
。
其
上
、
春
な
ら
は
春
の
事
を
作
り
た
る
小
謡
を
何-一

而
も
心
を
祝
言
に
謡
ふ
へ
し
。
祝
言
と
い
ふ
ハ
こ
こ
ろ
を
は
り

て
、
正
し
く
す
く
に
軽
ク
、
吟
つ
よ
く
、
物
を
略
せ
さ
る
か
祝

言
に
て
候
。
若
、
其
時
に
至
て
、
其
季
の
小
う
た
ひ
を
心
に
出

さ
る
時
ハ

、
関
寺
小
町
に

「さ
L

浪
や
浜
の
真
砂
ハ
」
と
い
ふ

所
を
祝
言
に
謡
ふ
へ
し
。
是
、
四
季
と
も
に
不
苦
候
。
小
謡
一

(
音
阿
弥

カ
)

ッ
、
其
心
を
調
候
へ

ハ
跡
ハ
何
に
で
も
不
苦
候
。
し
ゅ
あ
ミ
か

豆
町
に
、

べ
う
た
わ
ん
に
ま
つ
祝
言
を
も
つ
は
ら
に
扱
其
後
ハ
恋
暮
哀
傷
。

八
高
砂
〉

扱
、
小
う
た
ひ
ハ
序
よ
り
一
語
候
が
能
候
。
序
ト
申
ハ
「
べ
立
自
信

は
松
に
事
問
」
と
云
所
ニ
て
候
。
か
ゃ
う
の
所
ハ

、
何
れ
の
小

謡
の
前

ニ
も
御
入
候
。
序
よ
り
調
候
へ
ハ

、
必
小
謡
を
返
し
候

て
謡
物

-一
而
候
。
又
序
な
く
と
も
、
初
謡
候
小
う
た
ひ
は
、
返

し
候
て
謡
ふ
物
に
て
候
。
こ
と
た
ら
ぬ
ハ
不
祝
言

ニ
候
。
数
多

謡
候
時
ハ

、
か
へ
さ
ず
ニ
謡
候
て
よ
く
候
。
夫
も
一
人
に
う
た

ひ
出
さ
せ
可
有
候
。
笠
取
の
時
は
、
か
へ
し
不
申
候
。
門
出
お

く
り
の
時
ハ
返
し
申
候
。
船
に
乗
候
て
、
余
処
へ
行
時
ハ

、
か

へ
さ
ぬ
物
ニ
て
候
。
高
、
此
こ
こ
ろ
に
て
候
。
観
世
宗
節
、
新

2 

宅
の
能
ニ

杜
若
を
被
致
候
時
、

「
べ
信
濃
な
る
浅
間
の
獄
に
立

(pt
ト
上
ら
れ
候
。
是
-
一
而
御
心
得
可
有
候
。
初
た
る
所
へ
行

て
謡
な
ら
は
、
其
主
人
の
名
乗

・
ミ
ゃ
う
し
等
問
ふ
へ
し
。
指

合
を
う
た
ふ
ま
し
き
心
得
な
り
。

3
て

座
敷
の
作
り
様
ニ
而
陰
陽
の
心
得
、
専
一
ニ
候
。
西
北
ハ
陰

な
る
に
よ
り
、
此
方
へ
向
た
る
坐
敷
な
ら
ハ

、
謡
か
ろ
く
、
吟

も
強
ク
、
め
ら
ぬ
様

-一
謡
ふ
へ
し
。
南
東

ハ
陽
な
る
問
、
少
お

も
く
、
吟
も
め
り
候
て
う
た
ふ
へ
し
。
陰
ニ
ハ
陽
を
以
て
也
。

陽
ニ
ハ
陰
を
以
テ
す
。
走
、
陰
陽

・
和
合
な
り
。
惣
別
、
謡
の

位
、
時
に
よ
り
方
角
-
一
よ
り
申
候
問
、
軽
キ
物
に
て
も
重
キ
物

ニ
も
か
き
り
不
申
候
。

4
一
、
そ
れ
/
¥
の
位
に
よ
り
て
替
へ
し
。
老
若

・
男
女

・
僧
俗
に

あ
り
。

木

火

金

5
一
、
四
季
の
調
子
。
春
ハ
双
調
。
夏
ハ
寅
鐙
。
秋
ハ
平
調
。
冬
ハ

水

土

盤
渉
。
土
用
ハ
一
越
。

6
一
、
月
の
調
子
。
正
月
、
平
調
。
二
月
、
勝
絶
。
三
月
、
下
無
。

四
月
、
隻
調
。
五
月
、
ぬ
鎖
。
六
月
、
黄
鎖
。
七
月
、
熊
鐘
。

八
月
、
盤
渉
。
九
月
、
神
仙
。
十
月
、
上
無
。
十
一
月
、
一
越。

十
二
月
、
断
金
。
十
二
時
モ
同
事
。
寅
ノ
時
を
則
、
平
調

ニ
当

候
て
、
其
よ
り
次
第
/
¥
也
。
夫
、
調
子
ハ
両
調
子
兼
而
心
得
、

其
外
色
と
候
へ
共
、
少
と
心
懸
候
分

-一
而
は
中
/
〈
¥
難
成
事

ニ

候
。
其
上
、
い
か
に
月
の
調
子
な
れ
ば
と
て
、
神
仙

・
上
無
な

と
ニ
而
ハ
戸
出
不
申
候
テ
、
不
叶
事

-一
て
候
。
広
き
座
敷
三
間

ハ
す
こ
し
調
子
高
ク
、
せ
は
き
所
に
て
ハ
少
ひ
き
く
御
謡
候
心
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得
、
尤

ニ
候
。
寄

ニ、

謡
ん
に
調
子
を
ひ
き
く
吟
し
つ
L

短
台
事
を
先
謡
ふ
へ
し
。

さ
し
寄
て
謡
ふ
調
子
は
さ
う
て
う
か
後
ハ
わ
う
し
き
は
ん
し

き
も
よ
し
。

7

常

ニ
御
曙
可
有
事
。

8
一
、
目
を
ふ
さ
き
謡
ふ
事
。

9
一
、
人
を
し
か
る
様
ニ
う
た
ふ
事
。

叩

て
手
す
さ
み
を
す
る
事。

日

て
文
字
を
聞
え
ぬ
様
ニ

謡
ふ
事
。

ロ

一
、
拍
子
を
高
ク
と
る
事
。

日

一
、
き
ゃ
う
こ
つ
二
戸
ヲ
太
ク
細
ク
謡
ふ
事
。

M
一、

頭
を
ふ
り
、
浮
沈
、
面
白
か
ら
し
て
う
た
ふ
事
。

日

一
、
貴
人
御
盃
之
内
、
長
き
小
謡
う
た
ふ
事
。

日

一
、
謡

一
番
の
内
、
前
の
小
謡
を
後
う
た
ひ
、
後
の
小
謡
を
前
-
一

謡
ふ
事
。

身
の
う
へ
に
お
ほ
ヘ
ハ
く
せ
も
よ
も
あ
ら
し
常
に
鏡
に
向
ひ

て
も
見
よ
。

は
れ
の
時
前
に
稽
古
を
よ
く
な
し
て
そ
の
期
は
ゆ
ふ
/
九
、
と

も
て
。

稽
古
を
ハ
は
れ
に
す
る
そ
と
思
ひ
な
し
は
れ
を
ハ
常
の
心
な

る
へ
し
。

凡
、
謡
は
胴
よ
り
声
を
出
し
、
ほ
か
ミ
に
心
を
置
、
下
心
を
は

り
て
上
か
わ
を
何
と
な
く
謡
候
か
能
候
。
文
、
は
り
つ
け
と
て

腹
を
は
り
、
お
と
か
い
を
の
ど
へ
付
、
下
は
を
上
は
よ
り
出
し
、

17 18 

19 

舌
を
下
へ
付
而
謡
ふ
へ
し
と
、
か
や
う

ニ
一瓢候

へ
ハ
必
く
び
よ

円
て
カ
)

り
上
ニ
心
あ
つ
く
、
口
の
は
た
、
頭
よ
り
声
出
侯
て
鼻
へ
入
わ

け
き
こ
え
ず
、
聞
に
く
き
物
に
て
候
。

音
曲
ハ
た
L

大
竹
の
こ
と
く
に
て
直
ク
に
清
く
て
ふ
し
す
く

な
か
れ
。

よ
き
音
曲
と
申
ハ
謡
の
面
、
す
る
/
¥
と
し
て
か
る
/
¥
と
、

上
ハ
ふ
し
も
な
き
ゃ
う
に
聞
て
底
に
ふ
し
龍
て
、
延
ち
L

め
沢

山
に

て
、
其
境
、
耳
に
立
候
ハ
ぬ
ゃ
う

ニ
う
た
ひ
候
物
と
申
伝

候
。逢
坂
の
闘
の
清
水
に
影
見
へ
て
今
や
引
ら
ん
望
月
の
駒
。

初
の
一
首
ハ

、
何
の
ふ
し
も
な
け
れ
と
も
、
幾
度
吟
候
へ
共
、

口
に
も
あ
た
ら
す
、
耳
に
も
立
候
ハ
て
そ
の
感
ふ
か
し
。
後

一

首
ハ
打
開
所
ハ
お
も
し
ろ
き
ゃ
う
ニ
候
得
と
も
、
数
返
吟
し
候

へハ

、
口
に
こ
わ
く
当
り
、
清
水
の
寄
一
一
ハ
無
下
に
お
と
り
候

と
古
人
も
申
置
候
。
音
曲
も
清
水
の
豆
町
、
や
す
ら
か
に
た
け
高

ク
、
耳
ニ
立
候
は
ぬ
様
ニ
あ
ら
ま
ほ
し
く
候
。
花

・
紅
葉
な
と

見
事
成
物
ハ
な
く
候
へ
共
、
木
っ
き
か
し
け
、
校
ふ
り
も
あ
し

ナ
タ
サ
ミ

く
候
ヘ
ハ
見
ら
れ
不
申
候
。
殊
更
、
調
は
御
慰
物
一
一
て
候
問
、

く
せ
な
く
聞
能
ゃ
う
エ
御
培
、
尤
一
一
候
。
昔
よ
り
声
を
忘
れ
て

曲
を
し
れ
、
曲
を
忘
れ
て
拍
子
を
し
れ
と
申
候
。
謡
さ
へ
う
た

ひ
候
ヘ
ハ

、
声
ハ
独
り
出
候
て
聞
能
候
。
努
と
声
を
能
出
し
候

ハ
ん
と
、
声
に
心
を
御
付
有
間
敷
候
。
し
た
る
き
も
謡
の
自
由

に
な
き
も
、
皆
、
声
に
心
付
申
候
故

ニ
而
候
。
又
ふ
し
ば
か
り

心
を
付
、
師
匠
の
こ
と
く
少
も
ち
か
へ
じ
と
皆
御
調
候
。
必
あ
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し
く
、
す
L

み
か
た
く
な
る
物

-一
て
候
。
た
と
へ

ハ
、
名
有
墨

跡
な
と
を
上
と
に
紙
な
と
こ
し
ら
へ
を
し
て
、
少
も
違
ぬ
ゃ
う

ニ
す
き
写
に
仕
候
へ
と
も
、
同
し
心
ニ
ハ
用
ひ
不
申
候
。
ふ
し

は
四
座
共

ニ
違
ひ
候
得
共
、
何
に
て
も
謡
様
知
た
る
人
を
上
手

と
申
候
。

加

て
当
坐
の
花

・
つ
い
の
花
と
い
ふ
事
。

お
も
ふ
に
ハ
時
の
花
の
ミ
か
さ
し
つ
L

つ
い
の
花
を
一
ハ
打
わ

す
る
ら
ん
。

皆
人
毎
に
う
た
ひ
を
忘
れ
す
に
覚
美
し
く
、
拍
子
に
あ
い
、
声

さ
へ
出
候
へ
ハ

、
は
や
此
上
ハ
有
ま
し
き
と
思
召
候
て
自
慢
し
、

人
も
ゆ
る
さ
ぬ
上
手
に
御
な
り
候
。
右
の
こ
と
く
謡
候

へ
ぺ

大
方
は
よ
き
ゃ
う

ニ
候
へ
共
、
中
/
¥
上
手
と

ハ
不
被
申
候
。

当
坐
の
花
に
て
あ
し
く
候
。
よ
く
拍
子

一一
相
候
ハ

¥

皆
し
た

る
き
位

一一
而
嫌
申
候
。
拍
子
の
間
よ
り
謡
出
候
ほ
と
よ
り
、
拍

子
ニ
移
り
合
て
あ
ハ
ぬ
心
持
、
是
、
程
ひ
や
う
し
と
て
、
か
ろ

き
能
音
曲

ニ
仕
候
。
此
心
を
う
た
ひ
候
ハ
ん
と
存
候
得
は
、
昔

よ
り
古
人
の
申
置
候
な
ら
ひ
と
も
能
と
稽
古
候
て
、
其
心
を
ふ

ま
へ
て
如
何
様

ニ
も
あ
た
ら
し
く
御
謡
候
事
、
是
、
対
の
花

ニ

而
輿
有
。
開
さ
め
な
く
候
。
論
語

ニ、

古
を
尋
て
新
を
知
れ
と

云
ひ
な
す
へ
し
。
一
語
ひ
ゃ
う
の
合
点
を
能
被
成
候
而
、
御
謡
肝

要
三
川
候
。
合
点
ま
い
ら
ぬ
間
ハ

、
我
稽
古
の
悪
敷
を
覚
ぬ
も

の
ニ
而
候
。
能
と
御
分
別
に
て
御
謡
肝
要

ニ
而
候
。
寓
、
此
心

ニ
て
候
。
寄

ニ
、

声
出
す
小
音
な
り
と
音
曲
を
習
ひ
て
う
た
ふ
人
そ
床
し
き
。

四十一

出
ぬ
よ
り
猶
つ
る
声
の
音
曲
の
よ
こ
し
ま
な
る
そ
せ
う
し
成

け
る
。

〈か
、
脱
カ〉

い
か
に
何
と
な
く
さ
ら
り
と
謡
候
。
よ
き
と
て
人
に
も
謡
手
と

よ
ば
れ
、
功
者
な
る
も
の
L

幾
度
調
も
何
事
な
く
同
し
事
斗

ニ

て
ハ

、
其
全
な
き
物
に
て
候
。

一
番
の
内
ニ
而
ハ

、

一
所
も
二

所
も
珍
敷
ふ
し
な
と
御
う
た
ひ
有
へ
く
候
。
左
様

-一
候
得
は
、

一
康
問
事
ニ
覚
候
物
に
て
候
。
古
人
の
識
置
候
珍
敷
ふ
し
、
い

か
ほ
と
も
御
覚
候
て
、
時
/
¥
御
謡
有
へ
く
候
。
左
様

-一
候
へ

ハ
め
つ
ら
し
き
ふ
し
沢
山
ニ
ハ

、
か
ま
へ
て
/
¥
御
謡
ひ
有
ま

し
く
候
。
さ
い
/
¥
瓢
候
へ
ハ

、
め
つ
ら
し
く
な
く
候
。
初
心

の
人
な
と
ハ

、

一
ふ
し
も
御
無
用

ニ
候
。
大
事
の
ふ
し
ハ

、
居

見
へ
こ
L

ろ
を
や
り
て
う
た
ふ
へ
し
。

〈
拍
車
通

v

n
一
、
た
け
く
ら
へ
。
秩
の
せ
ミ
の
吟
の
声
。

〈
場
資
妃
〉

お

一
、
三
ノ
の
L

事
。
り
っ
き
う
の
ふ
ん
た
い
の
顔
色
の
。

八
三
井
寺
V

M
一
、
三
字
あ
か
り
。
浮
ね
に
替
る
此
う
ミ
ハ

。

八
小
屋

V

お

一
、
三
字
下
り
。
花
見
車
く
る
L

よ
り
。

〈
芭
孫
〉

お

一
、
三
引
。
春
に
あ
ふ
事
。

〈
皇
帝
〉

幻

て

二

字

落
。
た
く
ひ
な
き
き
ひ
ニ
か
く
。

〈
紅
葉
狩

v

m
一
、

一
字
お
と
し
。
む
か
へ
ハ
か
ハ
る
心
か
な
。

A
関
寺
小
町

v

m
一
、
三
重
落
。
老
の
身
の
よ
わ
り
。

八
熊
野

v

m
一
、
ふ
し
な
ま
り
。
清
水
寺
の
鐙
の
声
。

〈
天
鼓
〉

訂

一
、
片
お
と
し
。
初
て
望
老
の
身
の
。

〈
柏
崎
〉

ロ
一
、

文
字
な
ま
り
。
こ
か
ね
の
岸
に
至
る
へ
し
。
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八
二
人
静
〉

ロ一

、
前
お
と
し
。
夜
あ
ら
し
に
ね
も
せ
ぬ
。

1

1

〈
間
側
吠
妃

V

H
一
、
片
く
り
。
大
ゑ
き
の
ふ
ょ
う
の
紅
。

A
江
口
〉

お

て

向

く

り
。
あ
い
し
う
の
こ
L

ろ
0

1

〈
大
原
御
辛
ny
V

話一

、
く
る
事
。
ま
さ
き
の
か
つ
ら
。

〈
野
宮
〉

訂一

、
二
字
く
り
。
た
L

ゆ
め
の
世
と
。

〈
定
家
〉

認
一

、
ひ
ろ
ふ
。
定
家
か
つ
ら
。

A
江
口
ワ

〉

叩

て

い

る

L
。
月
雪
の
。

〈
江
口

V

刊

一
、
ょ
す
る
。
ま
く
ら
を
な
ら
へ
し
。

〈
隅
田
川
〉

4
一
、
は
こ
ふ
。
草
は
う
/
¥
と
し
て
た
L

。

八
江
口

V

G
一
、
ロ
ヲ
切
、
心
を
不
切
所
。
又
有
時
ハ
声
を
き
L

。

〈
芭
蕉

V

G
一
、
心
ヲ
切
、
口
ヲ
不
切
所
。
春
過
夏
た
け
秋
く
る
。

八
位
鼠

V

M
一
、
ロ
モ
心
モ
切
所
。
哀
に
消
し
浮
身
也
哀
。

〈
鈴
木

V

6
一
、
文
字
ヲ
し
ゃ
う
ニ
う
た
ふ
事
。
も
と
め
ゑ
た
く
そ
。

八
三
井
守

V

必一

、
し
ゃ
う
を
文
字
ニ
う
た
ふ
事
。
ほ
う
そ
う
雨
滴
て
な
れ
し
。

〈
野
宮
〉

幻

一
、
縮
メ
テ
拍
子
ニ
合
候
ふ
し
。
た
け
の
都
ち
に
。

〈
白
楽
天
〉

時一

、
延
て
拍
子
-
一
合
候
ふ
し
。
来
て
鳴
く
声
を
聞
ハ

。

。
右
、
此
ふ
し
ハ
鼓
を
は
や
す
謡
様
に
て
候
。

少
違
候
て
候
ニ
よ

り
、
一
語
も
鼓
も
覚
す

-一
拍
子
ニ
違
候
所
ニ
て
候
を
謡
よ
り
合
申

候
。
か
ゃ
う
の
所
、
調
毎
に
御
入
候
心
、
同
前
。
宮
増
弥
左
ヱ

門
、
豆川一一

、

年
ふ
れ
ハ
替
る
事
の
ミ
多
き
中
に
鼓
を
は
や
す
う
た
ひ
て
も

C
0
 

・
刀
チ
ん

鼓
を
ハ

打
テ
ハ
は
や
す
と
思
ふ
ら
ん
心
を
や
り
て
う
つ
ハ
ま

れ
な
り
。

回
一
、

文
字
の
し
ゃ
う
ち
か
ふ
と
ハ

、
み
え
ぬ

Z
U
見
へ
ぬ
ヨ
シ
。

た
え
ぬ
円
行
じ
た
へ
ぬ
ヨ
γ

。

日
一
、
し
ゃ
う
ク
の
習
の
事
。

平
声

上
声

去

声

入

声

ち

や

わ

ん

て

ん

も

く

人
-
一
物
を

弓
を
ま
く

(

問

、

(

立

(

と
う

つ

む

る

;

佐

藤

と

つ

臼

一
、
宮

商

角

徽

羽

す

〈

司

て

る

す

く
む

ゆ
る

の
る

一

)

(

川

」

木
の
下
陰
。
国
も
治
る
。
松
に
事
問
音
信
ハ
。
所
ハ
高
砂
。

日
一
、
口
中
開
口
の
事
。

口
を
す
ほ
む
。
舌
を
出
し
、
口
を
中
に
ひ
ら
く
。
は
な
を
か
ミ
、

口
を
ほ
そ
む
。
は
な
を
か
ミ
、
唇
を
ひ
ら
く
、
は
も
唇
も
ひ
ら

J

ぐ、

61 60 59 58 57 56 55 54 

一
、
あ
い
う
ゑ
を

一
、
か
き
く
け
こ

一
、
さ
し
す
せ
そ

っ
た
ち
っ
て
と

一
、
な
に
ぬ
ね
の

一
、
は
ひ
ふ
へ
ほ

一
、
ま
ミ
む
め
も

一
、
ゃ
い
ゆ
へ
よ
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鼻
喉
ニ
通
ス
。

品
ニ
通
ス
。

街
ト
舌
一
一
通
。

あ
き
と
に
通
ス
。

白
押
ト
ア
キ
ト
ニ
通
。

唇
あ
わ
せ
す
。

唇
あ
ふ
。

鼻
よ
り
出
ル
。
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一
、
ら
り
る
れ
ろ
舌
を
ふ
る
。

一
、
わ
い
う
ゑ
を
鼻
喉

-一
通。

呂
律
り
引

f
u
u
υ
心付日
一

h
H司

E
』わ
う
ハ
、
ょ
こ
。

t
u
E
4
し
ゅハ
、
たて。

か
ゃ
う
の
う
た
ひ
ゃ
う
の
習
と
も
余
多
御
入
候
得
共
、

-一
候
。
序
破
急
一
色
、
能
御
稽
古
可
有
之
候
。

町一

、
序
破
急
。
是

ハ
、
の
へ
た
る
跡
ハ
ひ
ろ
い
て
、
謡
ひ
ろ
い
て

謡
た
る
所
ハ
の
へ
て
謡
候
事

-一
候
。
又
、
地
の
ほ
と
候
て
、
拍

子
の
聞
を
諦
候
て
行
事
も
有
。
た
け
た
る
位
に
て
な
く
候
ヘ
ハ

、

難
成
覚
申
候
。

日
一

、
文
字
う
つ
り
。
是
ハ
何
に
で
も
字
を
引
候
ヘ
ハ

、
跡

-二

字

つ
土
子
を
う
む
物

-一
て
候
。
ら
の
字
を
引
候
ヘ
ハ

、
あ
の
字
て

〈
野
宮
〉

き
申
候
。
啓
ハ
「
淋
し
き
道
す
か
ら
秋
の
悲
し
ミ
」
と
云
所
、

ら
の
字
を
引
、
あ
の
字
い
ふ
に
不
及
、
き
の
字
う
つ
り
申
候
か

文
字
移
り
ニ
て
候
。

ω
一
、
め
は
せ
い
パ
付
U
U

九く
、
少
よ
わ
く
、
ゐ
ん
な
り
-

m
一
、
お
は
せ
叫
一
日
明
に
つ
よ
く
、
ゃ
う
也
。

n
っ
き
出
す
一
謡
一
番
の
内
に
て
、
め
は
か
せ

・
お
は
か
せ
、
御
入

八

千

手

〉

つ

よ

〉

候
。
響

ハ

「
酒
ゑ
ん
の
や
め
給
ふ
御
心
の
う
ち
そ
い
た
わ

し

き
」
と
云
所
は
、
女
は
か
せ
也
。
「
か
く
て
重
衡
ち
ょ
く
に
よ

り
」
と
云
所
ハ

、
男
は
か
せ
也
。
い
つ

れ
の
謡
も
同
前
。
調

ハ

(く、脱カ〉

そ
れ
/
¥
の
外
題
の
こ
と
に
謡
候
へ

ハ
、
上
手

-一
而
候
。
心
持

・
謡
の
位
は
御
稽
古
-
一
不
及
、
観
世
宗
節
申
ト
承
候
。
た
と
へ

ハ
、
定
家
な
ら
ハ
式
子
内
親
王
の
位
を
分
別
し
て
、
位
た
か
く
、

心
同
前

四十一

う
つ
く
し
く
御
謡
可
有
候
。
又
、
江
口
な
ら

ハ
遊
女
の
位
を
分

別
し
て
位
も
な
く
、
そ
さ
う
ニ
御
調
可
有
候
。
葵
の
上
な
と
ハ

上
聴
に
て
候
へ
共
、
う
ハ
な
り
う
ち
ニ
而
し
ん
ゐ
の
ほ
む
ら
を

も
や
し
候
ゃ
う
ニ
作
り
候
問
、
美
し
き
内
に
も
つ
よ
く
か
と
ら

し
く
御
謡
可
有
候
。
し
ゅ
ら
な
と

ハ
一
番
の
内
に
で
も
、
初
ハ

老
人
或
ハ
草
刈
に
成
候
て
出
候
問
、其
姿
の
位
に
御
謡
可
有
候
。

後
の
出
端
よ
り
必
む
か
し
の
有
様
を
あ
ら
ハ
し
、
武
士
に
出
立

候
て
出
申
候
問
、其
位
ニ
つ
よ
く
あ
ら
め
に
御
う
た
ひ
可
有
候
。

夫
/
¥
に
作
り
置
候
問
、
其
句
商
の
こ
と
く
に
、
か
る
め
る
位

に
て
御
謡
可
有
候
。
百
番

・
千
番
も
右
の
心
得
た
る
へ
く
候
。

η
一
、
シ
テ
ト
ワ
キ
ト
ツ
レ
と
の
心
得
。
シ
テ
の
方
ハ
ふ
く
ま
せ
て
、

し
ょ
ん
ほ
り
と
お
し
ひ
ら
か
す
し
て
謡
ふ
へ
し
。
又
、
ワ
キ
の

方
ハ
い
か
に
も
つ
き
出
し
、
さ
ら
り
と
お
し
ひ
ら
き
う
た
ふ
へ

し
。
ツ
レ
ハ
お
し
ひ
ら
き
も
せ
す
、
し
ょ
ん
ほ
り
と
も
せ
す
、

何
と
な
く
謡
ふ
へ
し
。
一
番
の
う
た
ひ
を
一
人
し
て
謡
候
時
ハ

、

三
色
に
調
わ
け
候
物
ニ
て
候
。
何
れ
も
シ
テ
の
方
ハ

、
美
し
く

位
を
あ
ら
し
て
う
た
ふ
へ
し
。
ね
は
く
ハ
悪
か
る
へ
し
。
ワ
キ

方
ハ
位
も
な
く
、
さ
ら
り
と
御
謡
ひ
有
へ
く
候
は
、
ゃ
く
悪
か

る
へ
く
候
。
両
方
共

一一
軽
キ
心
得
、
専

一ニ

候。

音
曲
ハ
か
ろ
き
心
に
よ
か
り
け
る
お
も
き
も
わ
ろ
し
し
た
る

き
も
う
し
。

ね
一

、
シ
テ
ト
ワ
キ
ト
問
答
の
う
ち
、
地
へ
渡
し
様
の
心
得
。
前
半

分
は
ワ
キ
ノ
位
、
後
半
分
ハ
地
の
位
を
取
て
う
た
ひ
、
地
へ
わ

た
す
事
、
習
に
て
候
。
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九
て
助
音
す
る
ハ
、
我
を
わ
す
れ
て
人
に
随
ふ
へ
し
。
さ
る
に
よ

り
耳
に
て
う
た
ふ
と
あ
り
。
寄
合
て
調
ん
時
ハ
其
中
に
初
心
の

物
ハ
耳
を
明
へ
し
。

皆
人
の
つ
よ
く
う
た
わ
ん
其
時
ハ
声
を
や
す
め
て
又
う
た
ふ

へ
し
。

万一

、
め
る
ハ
は
る
。
是

ハ
声
を
め
り
て
ひ
き
く
認
候
処
ハ

、
心
を

は
り
て
よ
し
。

苅

一
、
は
る
ハ
め
る
。
是
ハ
声
を
は
り
候
て
高
ク
謡
候
処
ハ

、
心
を

め
り
候
て
よ
し
。

η
一、

君
庄
の
や
く
。

一
小
謡
ハ
う
た
ひ
君
一
一
而
候
。
鼓
ハ

臣
成
に

よ
り
て
、
う
か
L

ひ
て
打
申
候
。

均
一

、
曲
舞
ハ
鼓
君

ニ
而
、
語
、
臣
な
る
に
よ
り
伺
て
う
た
ひ
申
候
。

均
一
、
何
の
謡

ニ
て
も
其
位
よ
り
三
所
、
か
ろ
き
所
あ
り
。
ろ
ん
き

後
、
く
り
の
前
さ
し
o

m
一
、
ろ
ん
き

・
も
ん
た
い
、
い
さ
か
い
の
こ
と
く
、
初
は
静
に
い

ひ
あ
ひ
候
へ
共
、
後
程
気
を
上
ケ
候
て
、
ま
け
し
と
つ
め
て
か

(
y
、
脱
カ
)

ら
か
ひ
申
候
。
其
如
論
義
も
後
程
め
て
謡
候
物
一
一
て
候
よ
り
、

そ
の
跡
か
ろ
く
候
。

ろ
ん
き
こ
そ
や
す
く
聞
え
て
大
事
な
れ
聞
に
答
ふ
る
程
を
し

ら
す
や
。

剖
つ
く
り
の
前
、
く
り
ハ
つ
L

ミ
の
か
L

り
候
て
打
申
ニ
よ
り
、

前
の
謡
お
も
く
候
へ
は
、
く
り
う
た
わ
れ
申
さ
れ
す
侠
。
か
ろ

く
う
た
ふ
も
の
ニ
て
候
。

回
一

、
さ
し
の
ら
ぬ
ハ

、
さ
し
声
の
る
ハ

、
さ
し
こ
と
此
二
通
り
ハ

似
た
る
事
-
一
て
候
得
共
、
一
語
ゃ
う
違
ひ
申
ニ
よ
り
打
様
も
替
り

申
候
。
さ
し
ハ

、
君
臣
の
や
く
は
つ
れ
た
る
所
ニ
て
、
つ
L

ミ

も
謡
と
思
ひ
合
不
申
ニ
よ
り
軽
ク
候
。
乍
去
、
さ
し
に
あ
ふ
と

あ
わ
ぬ
と
の
打
様
御
入
候
。
打
候
人
、
稀
ニ
而
候
。

一
ち
ゃ
う

鼓
時
ハ

、
又
打
様
か
わ
り
申
候
。

出
一

、
さ
し
の
謡
出
し
。
鼓
打
上
候
て
、
小
鼓
ま
て
お
と
し
候
て
、

其
俄
謡
申
候
。
立
曲
鉾
ハ
く
り
の
ゆ
り
、
少
あ
ま
る
程
に
、
は

や
く
打
上
候
て
う
た
ハ
せ
候
。
居
曲
舞
ハ

、
鼓
を
う
た
ひ
よ
り

一
段
も
心
得
有
へ
し
。

制

一、

曲
舞
の
だ
し
。
鼓
、
か
ん
に
て
う
た
わ
せ
候
ヘ
ハ

、
声
を
懸

申
候
。
お
つ
に
て
う
た
ハ
せ
候
ヘ
ハ

、
声
か
け
不
申
候
。
乙
に

て
ハ
手
に
成
申
ニ
よ
り
、
か
け
不
申
候
。
油
断
な
く
声
に
か
ま

ハ
す
う
た
ひ
出
し
候
事
、
専
一

ニ
候
な
り
。

出
一

、
曲
舞
を
序
破
急
卜
三
ツ
に
調
分
候
。
く
せ
ま
い
の
出
し
よ
り

句
相
迄
ハ
序
、
句
相
よ
り
上
ケ
は
迄
破
、
上
ケ
は
よ
り
後
ハ
急

に
う
た
ふ
へ
し
。

部
て
上
ケ
端
に
し
ゃ
う
ね
と
い
ふ
事
有
。

町
一

、
太
夫
、
後
、
て
は
の
謡
様
。
め
は
か
せ
ハ
小
鼓
の
順
よ
り
う

た
ひ
出
シ
申
候
。
お
は
か
せ
ハ

、
大
つ
も
ふ
ミ
の
順
よ
り
謡
出
シ

申
候
。
笛
を
聞
つ
く
ろ
い
調
へ
し
。
又
太
鼓
に
て
の
時
ハ

、
心

得
替
り
申
候
。

一
ち
ゃ
う
大
鼓
の
時
は
、
ま
た
心
得
替
り
申
候
o

m
て
調
の
こ
し
お
れ
。
是

ハ
出
端
の
一
せ
い
打
上
候
て
、
必
ワ
キ

謡
ひ
申
候
。
鼓
の
少
内
よ
り
か
け
て
、
つ
L

け
て
御
謡
候
程
お

き
候
て
謡
候
を
腰
折
ト
申
候
。
余
内
か
ら
ハ
あ
し
く
候
。
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的一

、
く
り
の
ゆ
り
の
事
。
ワ
キ
能
ハ
八
ツ
、
「
花
初
て
ひ
ら
く
」
。

但
九
ツ
共
十
ヲ
共
申
候
。
半
ゆ
り
、
四
ツ
に
て
候
問
、
八
ツ
に

て
可
然
候
哉
。

〈
定
家

V

卯
一
、

か
つ
ら
能
ハ

、
七
ッ
。
「
露
の
世
語
よ
し
そ
な
き
」
。

八
田
村
〉

引

て

太
夫
一
人
ゆ
り
候
ハ

、
五
ッ
。
則
「
当
寺
の
仏
力
也
」
。
此

太
夫
の
ゆ
り
、
秘
事
ニ
仕
候
。
存
た
る
人
、
稀

ニ
候。

〈
夕
飯
〉

位一

、
半
ゆ
り
ハ

、
四
ッ
。

「
楚
班
の
竹
を
染
る
と
か
や
」
。
〈
高
砂

v

mm
一
、
謡
を
つ
な
く
と
云
事
有
。
大
秘
事
に
て
侯
。
仮
ハ

「今
を
始

め
の
旅
衣
、
高
砂
や
此
浦
船
に
、
然
は
此
松
ハ

、
然
る
に
長
能

〈
定
家
〉

か
詞
に
も
」
、
「
山
よ
り
出
る
北
時
雨
、
今
ハ
玉
の
緒
ょ
た
へ
な

(

し

カ

〉

八

三

井

寺

〉

ハ
た
へ
ね
な
か
ら
へ
は
、
哀
し
れ
え
も
」
同
し
。
「
そ
の
外
愛

に
も
よ
L

の
人
」
、

木
に
竹
を
つ
く
と
云
候
て
、

位
違
候
を
何

(
臥
悼
の
山
鋭
カ
〕

よ
り
あ
し
き
事

-一
仕
候
。
お

の
山
鍾
、
唯
一
番
、
木
に
竹
を
次

と
謡
候
。
な
ら
い
に
て
候
o

M
一
、
い
き
っ
き
。
一
さ
し

・
一
曲
舞

・
一
き
り
、
三
所
な
か
ら
替

り
申
候
。

一
大
事
の
物
に
て
候
。
い
き
っ
き
悪
敷
候
ヘ
ハ

、
謡

む
さ
く
、
何
と
し
て
も
、
し
た
る
き
も
の
に
て
候
。
て
に
お
は

の
に
て
次
へ
し
。
人
に
し
ら
せ
ぬ
や
う
に
次
へ
し
。

回一

、
さ
し
ハ

、
額
に
て
声
を
き
る
。

%
て
曲
舞
ハ

、
出
ル
息
に
て
謡
お
さ
め
、
入
息
一
一
て
謡
出
し
、
又
、

腎
の
ざ
う
ニ
市
う
た
ひ
治
メ
、
肺
の
臓
ニ
而
謡
出
シ
申
候
心
、

同
前
一
一
而
候
。
二
字
つ
め
と
て
、
句
き
り
の
い
ひ
は
な
し
を
二

字
つ
L

つ
め
申
候
。
い
ひ
は
な
し
に
て

つ
め
ら
れ
ぬ
所
ハ

、
い

四十一

ひ
出
シ

を
二
字
つ

め
申
候
。
此
心
得
、
専

ニ一
候
。
又
、
舌
の
あ

っ
か
い
に
習
も
御
入
候
。
又
、
鼻
ニ
て
い
き
を
切
習
も
御
座
候
。

チ
カ
ラ
ミ
チ

町一

、
力
道
、
現
在
の
鬼
。
口
を
ふ
さ
き
た
る
お
も
て
也
。
さ
ら
り

と
謡
ふ
へ
し
。

ホ
ソ

mm
て

細
道
。
神
鬼
と
て
ロ
を
明
た
る
面
也
。
細
か
に
う
き
や
か
に

調
ふ
へ
し
。

卯一

、
大
口
着
た
る
僧
ハ

、
住
僧

・
座
主

・
法
印
也
。
是
を
ハ
し
ん

に
お
も
く
と
謡
ふ
へ
し
。
お
き
つ
L

ミ
あ
り
。

川

一
、
大
口
き
ぬ
僧
ハ
う
つ
を
僧
と
て
、
常
の
僧
也
。
そ
さ
う
に
さ

ら
り
と
謡
ふ
へ
し
。
お
き
鼓
な
し
。
若
、
打
候
ヘ
ハ
食
相
-
一
打

也
。

山
一
、

五
音
。
是
を
よ
く
/
¥
不
知
候
ヘ
ハ

、
謡
に
て

ハ
な
き
と
申

候
。
委
御
執
心
な
く
て
ハ
難
成
事
に
て
候
。

山一

、
祝
言
。
年
の
初
、
千
秋
高
歳
と
よ
ろ
こ
ふ
心
得
。
豆
町に
、

春
日
野
に
若
菜
摘
つ
L

寓
代
を
い
わ
ふ
心
ハ
神
そ
し
る
ら
ん
。

金
札
の
小
謡
。
亦
何
れ
脇
能
の
曲
舞
ニ
市
も
御
稽
古
可
有
候
。

m
一
、
幽
玄
。
遊
玄
共
書
、
心
得
可
有
候
。
三
井
寺
の
小
一
語
、
曲
舞

-一而
も。

有
明
の
つ
れ
な
く
見
え
し
別
よ
り
暁
は
か
り
う
き
も
の
ハ
な

し
。

山
一
、

恋
慕
。
人
に
打
も
た
れ
、
な
つ
か
し
き
こ
L

ろ
へ
腕
時
加
齢
…
ペ

ひ。而も
。立
出
て
爪
木
を
ひ
ろ
ふ
片
岡
の
深
き
山
路
を
成
に
け
る
か
な
o

m
一、

哀
傷
。

一
切
よ
は
し
。
角
田
川
の
小
謡
、
せ
う
き
の
曲
舞
に
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て
も
。
浅
茅
生
や
袖
に
朽
に
し
秋
の
霜
わ
す
れ
ぬ
夢
を
吹
あ
ら
し
か

工
。

φ
/
 

川一

、
闘
曲
。
四
音
、
思
ひ
の
億
二
成
就
云
也
。
寄
占
の
小
謡
、
隠

岐
院
の
曲
鉾
ニ
而
も
御
稽
古
可
有
候
。

い
つ

し
か
に
神
さ
ひ
に
け
り
呑
久
山
の
む
す
き
か
も
と
に
替

の
む
す
ま
て
。

川

謡

一
番
の
内
、
幾
所
も
五
音
に
先
引
切
て
頭
よ
り
調
出

ハ
、
無

祝
言
と
心
得
へ
し
。
如
右
小
謡
一
ツ
宛
ハ

、
ミ
な
御
稽
古
候
て

御
一
語
候
へ
共
、

一
番
の
内
、
所
と
五
音
調
わ
け
候
人
、
稀

ニ
候
。

五
色
ニ
一
瓢
分
候
ハ

、
ふ
し
に
も
文
句
に
も
よ
ら
す
候
。
心
か
ハ
り

め
に
て
声
迄
替
り
、
人
の
耳
へ
五
色

-一
聞
へ
申
候
。
祝
言
の
心

持
、
は
つ
れ
て
ハ
悪
敷
候
。
祝
言
の
心
持
上
に
、
声
に
色
を
つ

く
る
と
つ
け
さ
る
と
の
違
候
て
候
。
哀
傷
ハ

、
御
祝
言
の
心
は

な
れ
申
候
。
関
曲
ハ
五
マ

f申
こ
と
く
、
同
曲
成
就
し
て
打
よ
せ

て
謡
候
一
一
よ
り
、
乱
曲
は
書
申
候
。
引
歌

・
た
と
へ
な
と
数
多

云
置
候
得
共
、
い
か
ほ
と
見
申
て
も
合
点
不
参
物
ニ

て
候
。
小

ハ
を
カ
〉

一
語
一
ツ
と
五
色
一
一
戸
を
か
へ
て
調
分
る
人
ニ
ハ

、
稽
古
可
有
候。

一
度
に
て
合
点
可
参
候
。
当
代
、
左
様
ニ
ハ
一
語
分
候
人
、
稀
-
一

候
。
祝
言
を
不
祝
言
に
御
謡
候
衆
は
か
り
に
て
候
。

間

一、

一
ち
ゃ
う
鼓
に
て
、

一
人
謡
候
心
得
。
先
、
小
一
揺
を
序
よ
り

調
物
に
て
候
。
扱
な
か
く
と
所
望
の
時
、
さ
し
よ
り
曲
舞
を
謡

候
。
曲
舞
斗
ハ
調
ぬ
事
、
さ
し
と
曲
鮮
と
の
間
ニ

心
得
有
故
か
。

こ
ち
ゃ
う
の
聞
を

一
ち
ゃ
う
に
て
ふ
さ
き
候
問
、
常
の
謡
よ
り

か
ろ
く
調
申
侠
。
扱
、
序
破
急

・
程
拍
子

・
地
の
ほ
と
を
能
謡

候
人
、
上
手
ニ
て
候
。
笛
、
御
入
候
事
有
。
舞
過
て
打
上
て
、

う
た
わ
せ
候
。
打
上
ゃ
う
ニ
習
あ
り
。
謡
手
も
此
打
様
不
知
候

へハ

、
悪
敷
候
。
御
稽
古
、
尤
ニ
候
。

則一

、
か
ろ
き
字
ハ

、
ち
い
さ
か
る
へ
し
。

(
る
、
脱
カ
〉

川

一
、
お
も
き
字
ハ

、
大
な
へ
し
。

川

一
、
つ
よ
く
当
り
、
強
ク
入
へ
し
。

山

一
、
か
ろ
く
出
す
へ
し
。

山

一
、
と
た
か
の
三
字
ハ

、
皆
き
め
て
よ
し
。

山

一
、

へ
う
の
二
字
ハ
美
敷
、
よ
ハ
か
る
へ
し
。

川

一
、
引
ニ
ハ

、
能
程
ら
い
可
有
之
。

川

一
、
声
を
つ
か
ふ
事
。
宵

ニ
ハ
、
物
数
多
ク

、た
か
く
調
ふ
へ
し
。

暁

ハ、

ひ
き
く
少
く
調
ふ
へ
し
。
但
、
お
か
ん
と
思
ふ
時
、
た

か
く
調
ふ
へ
し
。
扱
、
あ
っ
き
湯
を
呑
へ
し
。
声
の
む
き
た
る

と
う
た
い
か
ら
さ
ぬ
や
う
に
、
す
か
し
て
菰
ふ
へ
し
。
声
つ
ま

り
た
る
時
ハ

、
つ
を
呑
へ
し
。
何
よ
り
薬
な
り
。
暁
に
限
る
へ

か
ら
す
っ
か
ふ

こ
ゑ
常
に
う
た
ひ
を
謡
ふ
へ
き
な
り
。
(
ヘ
カ
〉

川

一
、
鼓
よ
り
う
た
ひ
そ
こ
な
ハ
せ
ん
と
て
、
手
を
打
か
く
る
時
の

心
得
。
本
の
地
ニ

心
を
付
て
、
筋
を
忘
る
へ
か
ら
す
。
第
一

、

い
つ
く
に
て
か
、
珍
数
打
候
ハ
ん
と
油
断
な
く
心
を
付
へ
し
。

我
、
拍
子
を
つ
よ
く
し
て
、
相
手
の
拍
子
を
う
か
L

わ
ぬ
か
ち

か
ハ
ぬ
極
意
ニ
而
候
。
う
(が
〆
ニ
よ
っ
て
皆
違
申
候
。
右
ニ
曲

を
忘
れ
て
拍
子
を
知
れ
と
書
候
は
、
愛
の
子
細
ニ
て
候
。
ま
た

か
ろ
き
事
ニ
て
候
。

- 74ー



山岸文庫蔵『謡秘{云抄J翻刻

い
さ
う
な
る
手
を
打
か
け
ハ
と
り
あ
わ
て
す
く
に
行
へ
き
地

を
忘
る
な
よ
。

山一

、
謡
よ
り
、
つ
t
A

ミ
を
打
そ
こ
な
わ
す
る
心
得
有
。
う
た
ぬ
拍

子
ニ
能
と
心
を
付
て
身
の
拍
子
を
沢
山
ニ
調
候
ヘ
ハ

、
必
鼓
違

申
候
物
-
一
て
候
。
又
調
返
し
ニ
而
候
ハ

、
金
剛
返
し
と
て
、
必

打
そ
こ
な
ハ
す
る
習
有
。
皆
と
不
入
事
-
一
て
候
得
共
、
書
附
申

陪
問
。

川
て
舞
の
は
て
、
鼓
打
上
す
に
わ
か
す
調
申
候
。
鼓
忘
候
て
打
上

八
安
宅
〉

候
事
有
。
警
ハ

、
安
宅
な
ら
は
「
な
る
ハ
瀧
の
水
」
を
う
た
ハ

す
に
、

「
日
ハ
照
る
と
も
た
え
す
と
う
た
る
」
と
う
た
ひ
出
ス

〈
さ
カ
〕

物
ニ
て
候
。
夕
顔
の
舞
な
と
鼓
忘
れ
て
、
お
と
わ
す
に
か
し
ら

〈
夕
飯
〉

に
て
打
上
ル
事
有
。
夫
も
「
御
僧
の
今
の
と
ふ
ら
ひ
を
請
て
数

/
¥
嬉
し
ゃ
」
と
、
後
返
し
よ
り
調
物
に
て
候
。
か
ゃ
う
の
所
、

何
れ
も
同
前
。

山

一
、
先
、
拍
子
の
お
こ
り
は
、
昔
有
人
、脈
の
お
と
る
ニ
て
心
付
、

是
ニ
而
蔦
の
拍
子
作
り
出
し
た
る
と
申
伝
候
。

山
一
、

よ
ひ
や
う
や
拍
子
。
此
二
ッ
、
能
、

脇
と
地
と
心
得
あ
り
o

m
一
、
五
拍
子
特
例
時
四
い
し
。
心
ひ
ゃ
う
し
b
m
押
竹
山
是
五
ツ
な
り
。

キ
』a
h
H

、J
0

3
L
L
J

出一

、
七
拍
子
山
Z

U
J
「
中
川
一
昨
ア
レ
。
七
ツ
な
り
0

5

J

カ

』

主

と

し

て

由

山
右
の
拍
子
共
ハ
皆
拍
子
の
つ
も
り
し
て
、
常
に
う
た
わ
ぬ
拍
子

ニ
て
候
。
初
心
の
人
ハ

、御
習
候
て
も
合
点
参
兼
候
事

ニ
て
候
。

謡
上
手
ニ
成
、
自
由
に
調
ん
と
思
召
候
時
ハ

、
右
の
拍
子
つ
も

り
不
存
候
ヘ
ハ
不
成
候
。
是
よ
り
打
ひ
や
う
し
。

四十一

山一

、
本
の
拍
子
。
初
て
つ
く
る
ニ

、調
に
つ
L

ミ
付
候
時
入
候
。

何
ニ
打
候
而
も
合
申
候
。人
の
合
点
の
行
ぬ
様
一
一
打
物
に
て
候
。

山
一
、
拍
子
、
句
切
ニ
有
。
細
な
る
能
拍
子
ニ
而
候
。
又
、

一
拍
子

つ
と
め
て
、
小
謡
の
す
へ
を
何
れ
の
拍
子
二

m出
候
処
も
、

一

拍
子
ニ
て
謡
事
有
。
又
、
す
み
の
拍
子
ハ

、
ひ
ゃ
う
ち
ゃ
う
か

へ
り
に
あ
り
。

山

一
、
二
拍
子
。
此
拍
子
、
扇
子
拍
子
ニ
ハ
余
り
、
不
入
ひ
ゃ
う
し

ニ
て
候
。

四一

、
三
拍
子
。
是
、
一扇一
拍
子

ニ
ハ
余
り
打
不
申
候
。
鼓
、
不
断
打

申
候
。
此
二
拍
子

・
三
拍
子
ぺ
謡
の
跡
を
は
や
す
と
云
事
ニ

打
申
候
。
流
に
よ
り
せ
ん
さ
く
有
事
ニ
候
。

一
ち
ゃ
う
鼓
の
時
、

専
に
用
申
候
。
秘
事
一
一
出
候
事
ニ
候
。

四一

、
四
拍
子
。
大
鼓
と
小
鼓
と
の
聞
に
四
ツ
打
申
候
。
是
、
ぬ
る

き
拍
子
一
一
市
、
八
拍
子
の
聞
を
一
ツ
宛
ぬ
き
て
打
申
候
。

m
一
、
五
拍
子
。
調
切
候
処
一
一

、
専
ニ
打
申
候
。
曲
舞
の
内
ニ
も
打

申
候
。
七
ツ
拍
子
を
ニ
ツ
ぬ
き
て
打
申
候
。
調
き
り
に
此
拍
子

を
鼓

ニ
市
打
申
候
処
有
。
朝
長

・
海
士
、
其
外
仕
候
も
有
。
不

心
得
ニ

候
へ
ハ
違
申
候
。

間

一
、
六
ツ
拍
子
。
此
ひ
ゃ
う
し
ハ

、
扇
子
拍
子
第
一
、
能
拍
子
一
一

而
候
。
七
ツ
拍
子
を
一
ツ
ぬ
き
て
う
ち
申
候
。

問一

、
七
ツ
拍
子
。
八
ひ
ゃ
う
し
を
一
ツ
た
ら
す
に
打
申
候
。
ひ
っ

と
り

ニ
而
ハ
、
六

ツ
拍
子
を
ま
せ
不
申
候
ヘ
ハ
ゆ
き
不
申
候
問
、

あ
ま
り
能
キ
ひ
や
う
し
ニ
て
な
く
候
。

間
一

、
打
八
拍
子
、
是
ハ

、
わ
か

・
き
り
ニ
専
用
申
候
。
は
や
き
と
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お
そ
き
と
の
打
様
ニ
而
も
、
何
れ
の
所
に
て
も
打
申
候
。
人
に

よ
り
打
ゃ
う
違
候
得
共
、
打
切

・
謡
出
し
の
五
拍
子
。

と
の
た
ん
の
た
ん

サ
H
U
M

斗
円
M
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1

F
J

『
¥
¥
¥

¥
¥
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134 

右
の
拍
子
共
、
か
や
う
に
こ
ま
や
か
に
存
候
人
、当
代
可
有
候
。

か
ゃ
う
の
拍
子
共
、
能
と
存
候
市
よ
り
謡
か
ひ
ゃ
う
し
ニ
は
な

れ
、
程
を
行
、
か
ろ
く
自
由
ニ

可
有
候
。
拍
子
の
つ
も
り
打
様

を
不
存
候
而
謡
上
手
ニ
御
成
候
事
、
努
と
有
間
敷
候
。
調
、
器

用
ニ
市
拍
子
つ
よ
き
人
、
能
様
一
一
謡
の
し
ゃ
う
ね
お
も
く
候
て
、

う
ハ
か
わ
は
や
き
に
よ
り
程
を
や
く
に
立
不
申
候
。
仮
令
、
ぅ

ハ
か
わ
あ
い
候
て
も
、
か
ん
に
た
へ

、
面
白
事
も
聞
事
な
る
儀

も
な
き
物
-
一
而
候
。
い
か
ゃ
う
の
上
手
鼓
を
釘
も
、
下
手
の
調

か
匙
ド
と
ひ
に
成
候
て
、
先
と
、
行
不
申
候
て
、
あ
い
不
申
候

物
ニ
而
候
得
共
、
左
様
ニ
而
思
ひ
合
不
申
物
と
道
つ
れ
を
つ
れ

候
心
に
て
、
面
白
も
な
き
事
ニ
て
候
。
又
、
用
捨
な
し
に
上
手

か
打
も
謡
も
仕
候
得
は
、

一
切
あ
い
不
申
物
に
て
候
。

ふ
ミ
あ
て
ハ
目
く
ら
も
へ
ひ
も
お
ち
つ
へ
し
し
ら
ぬ
ハ
や
す

き
和
寄
の
道
か
な
。

此
道
、
す
き
な
き
人
ハ
か
や
う
に
書
附
候
を
御
覧
し
て
も
心
付

不
申
、
却
而
お
か
し
く
思
召
へ
く
候
。
御
数
奇
の
努
は
能
と
御

稽
古
候
て
、
面
白
御
調
、
尤
候
。
善
悪
を
存
候
而
か
ら
ハ

、
む

つ
か
し
き
事
-
一
而
も
心
を
つ
く
し
、
御
稽
古
な
く
て
ハ
な
り
か

た
く
候
。

m
一
、
謡
手
も
鼓
の
う
ち
ゃ
う
不
存
候
而
ハ

、
成
不
申
候
。
あ
ま
た

御
入
候
。
凡
大
事
分
、
霊
園
附
申
候
。

問一

、
上
り
僧
・
下
り
僧
。
是
ハ
定
家
と
江

口
と
二
番
に
限
り
た
る

に
て
候
。
次
第
一
一
習
御
入
候
て
、
脇
出
候
時
の
か
し
ら
定
り
申

候
。
夫
を
関
候
て
、
脇
出
申
候
。
わ
き
を
い
つ

出
し
候
ハ

ん
も

鼓
の
俸
に
て
候
。

同

一、

脇
能
の
次
第

三

五
段
の
次
第
・七
段
の
次
第
と
て
御
入
候
。

是
に
、
し
ん

・
さ
う
有
。
又
、
て
か
し
ら
御
入
候
而
、
其
頭
よ

り
打
申
候
迄
ハ

、
脇
出
不
申
候
。

一
れ
ゐ
、
わ
き
か
い
こ
、
脇

の
鼓
の
打
様
。

間一

、
大
か
へ
し
。
鳥
追
に
「
打
鼓
」
と
云
所
、
花
位
匡
一
に
「
お
も
し

ろ
や
」
と
云
処
、
又
柏
崎
に
「
た
の
も
し
や
」
と
云
所
。

川一

、
正
尊
の
紀
請
の
う
ち
ゃ
う
。

凶

一
、
木
曽
の
願
書
の
打
様
。

山一

、
安
宅
の
勧
進
帳
の
う
ち
ゃ
う
。

川

右

の

三

番
、
三
ツ
の
読
も
の
と
て
、
行
ゃ
う
む
つ
か
し
き
事
ニ

除
問
。

5
 
町、υl
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凶一

、
松
風
の
羽
の
舞

ニ、

も
ん
の
と
め
の
打
様
。

凶一

、
項
羽
。
「
り
よ
は
と
う
ハ

、
恐
れ
テ
不
近
」
と
云
処
。

川一

、
閑
曲
の
う
ち
ゃ
う
。
右
の
外
ニ
も
あ
ま
た
御
入
候
得
共
、
大

方
の
大
事
ニ
仕
候
而
教
へ
不
申
分
、
書
付
申
候
。
り
く
と
う
ニ

い
は
く
、

一
犬
か
け
を
ほ
ゆ
れ
は
、
万
犬
声
を
あ
や
ま
る
。

一

師
本
く
ら
け
れ
は
、
万
弟
子
道
に
迷
ふ
と
有
。
師
匠

一
人
悪
け

れ
は
、
弟
子
皆
悪
敷
候
。
能
キ
師
匠
、
御
稽
古
尤
に
候
。

心
得

て
可
然
寄
、
少
と
書
附
申
候
。

師
匠
に
も
閉
す
ハ
い
か
て
教
ゆ
へ
き
心
を
く
た
き
念
比
に
と

へ。す
る
は
き
と
問
ふ
を
恥
と
や
お
も
ふ
ら
ん
問
ぬ
ハ
つ
ゐ
の
恥

と
こ
そ
き
け
。

音
曲
を
き
ハ
む
る
ほ
と
の
者
な
り
と
猶
奥
ふ
か
き
事
を
案
せ

。

ト

ι

147 

人
こ
と
を
わ
ろ
く
云
な
す
心
得
ハ
我
身
の
あ
た
に
な
る
を
し

ら
す
や
。

兎
に
角
に
指
を
さ
し
つ
L

笑
ふ
と
も
道
を
噌
む
事
を
の
ミ

し

1
0
 

4
A
 

上
手
こ
そ
物
き
ら
い
す
る
事
そ
な
き
ゃ
う
か
ま
し
き
ハ

下
手

の
く
せ
な
り
。

噌
ま
ん
人
と
ハ
か
た
を
当
世
は
物
し
り
た
て
と
笑
ふ
な
り
け

。

h
Hノ

四十一

下
手
こ
そ
ハ
上
手
の
上
の
か
さ
り
な
れ
何
と
わ
ろ
く
と
そ
し

り
は
し
す
な
。

〔の
、
脱
カ
)

其
人
の
弟
子
と
い
ひ
た
る
斗
に
て
な
さ
ぬ
稽
古
に
師
は
し
恨

む
る
。

扱
、
謡
か
ら
肝
要
に
て
候
。
ょ
っ
一
ツ
の
い
き
と
云
事
有
。
段

よ
き
事

ニ
而
候
。

調
ひ
出
す
心
を
何
と
持
ぬ
ら
ん
し
う
に
も
の
い
ふ
こ
L

ろ
成

へ
し
。

う
た
ひ
出
す
声
を
ハ
何
と
思
ふ
ら
ん
鷲
の
暗
こ
ゑ
の

こ
と
く

何
こ
こ
ろ
な
く
ふ
っ
と
調
候
ニ
よ
り
つ
き
も
な
く
声
出
候
て
、

謡
必
悪
敷
候
。
一
調

・
二
気

・
三
声
と
い
ふ
事
有
。
調
子
分
別

し
て
気
に
あ
て
L

、
息
を
呑
入
て
声
を
出
す
へ
し
。
序
の
二
字

と
て
調
出
候
。
初
の
二
字
、
軽
ク
よ
せ
て
謡
候
ヘ
ハ

、
し
た
る

き
事
な
し
。
謡
の
秘
事

ハ
、
工
夫
に
て
候
。

何
事
も
工
夫
に
ま
さ
る
事
あ
ら
し
習
の
上
に
く
ふ
ふ
一
な
り
け
り
。

如
何
程
稽
古
候
て
も
、
常
に
工
夫
を
し
て
御
調
な
く
候
ハ
、

、

心
は
か
り
は
行
候
と
も
、
口

ニ
ハ
行
ま
し
く
候
。
に
た
る
事
の

に
ぬ
事

ニ
而
候
ハ
ん
あ
い
た
、
御
分
別
候
て
御
謡
肝
要
-
一
而
候
。

程
拍
子
と
云
事
、
其
程
の
心
は
え
も
い
わ
ぬ
と
こ
ろ
、
本
来
面

白
成
と
い
へ

は
、
誠
此
道
成
就
の
人
、
聖
一開
得
道
す
へ
き
者
也
o

m
一、

拍
子
合
の
事
。
本
の
頭
。
ハ
ヲ
ハ
ヤ
ヲ
ハ
・
ハヤヲ

ト
バ
ヤ
ヲ
ハ
ムF

上
略
町町
ヤ
ヲ
ハ
ヤ
白町
中
略
酢
ヤ
ヲ
ハ
ヤ
ι
町下
略
畠?
恥
ヲハ
恥

山一

、
大
か
へ
し
。
鳥
追
「
打
つ
与
ミ
」
。
花
形
見
「
お
そ
ろ
し
ゃ
」
。

柏
崎
「
た
の
も
し
や
」
"
ゆ
一"・
。
「
た
の
も
し
や
」

炉
ハ
4
e
vz伽

ヤヲ
、
イ
ヤ
ヤ
ヲ
、
ャ
、
ャ
，
、
ャ
=
f

.

.

.

.
 
。
「
た
の
も
し
や
」

・

0
・
ャ
・
o
o--。
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り
、
そ
の
流
と
に
秘
し
て
教
へ
不
申
ニ
よ
り
、
今
ハ
か
や
う
に

は
打
申
さ
す
候
へ
共
、
若
、
存
候
而
打
候
人
候
得
は
、
う
た
ひ

出
か
ね
申
候
問
、
蓄
し
る
し
申
候
o

m
て

つ

L

ミ
を
聞
て
謡
候
一
一
よ
り
、
調
下
手
に
聞
え
申
候
。

心
拍

子
に
て
鼓
か
ま
は
す
さ
ら
/
¥
と
う
た
ひ
候
へ
ハ

、
如
何
様
の

上
手
の
鼓
打
も
謡
を
う
か
L

ひ
て
う
ち
申
候
に
よ
り
、
鼓
下
手

に
聞
え
申
候
。
秘
事
ハ
ま
つ
け
の
こ
と
く
、
是
う
た
ひ
手
の

一

の
秘
事
に
て
候
。
小
つ
L

ミ

一
ち
ゃ
う
の
時
、
笛
御
入
候
事
有
。

其
時
ハ
小
鼓
打
上
申
候
。
打
上
候
て
跡
に
、
町
一一が
町
山町
。
か
や
う

に
打
申
候
。

町
一-4
u
d日
・
。
か
や
う
に
う
ち
申
候
。

問

扱

和

豆
町
を
ひ
っ
付
て
、
う
た
ひ
出
し
候
。
大
方
右
の
分
、
御
稽

古
候
て
、
す
ミ
申
事
ニ
而
候
。
謡

ニハ

、
つ
L

ミ
の
や
う
に
定

り
た
る
習
ひ
は
お
ほ
え
無
之
候
也
。

右
之
外
、
ツ
レ
テ
出
ス
曲
舞
の
拍
子
合
、
数
多
御
座
候
得
と
も
、

書

ニ
不
有
暇
候
問
、
略
之
者
也
。

右
之
僚
と
、
覚
違
聞
ち
か
ひ
も
可
有
候
得
共
、
諸
人
の
明
り
を
も

不
恥
、
室
田
附
申
候
、
併
、

一
色
も
私
に
作
候
而
書
附
事
、
努
と
無

之
候
。
古
人
の
書
物
共
を
以
、
垣
回
又
右
衛
門
其
外
方
と
致
執
心

候
而
、
相
尋
口
伝
受
候
通
少
も
無
他
雪
宍
室
田
あ
か
し

申
候
。
更

/
¥
御
他
見
有
間
舗
者
也
。以
上
。

此
書
、
当
国
武
田
大
勝
大
夫
殿
一
人
相
伝
の
旨
よ
り
外
、
有
之

間
数
候
。
観
世
家
之
秘
密
之
書
也
。

日
士
口
弥
右
衛
門
権
守
空
庵
入
道

寛
文
五
乙
己
卯
月
日

〈
後
怒
〉
八
雲
林
院
〉

「
ケ
ニ
ヱ

タ
ヲ
ヲ
シ
ム
ハ
」
、
カ
ケ
ヨ
リ
出
ル
。

八
定
家
〉

「
ヲ
モ
ン
ナ
ノ

マ
イ
」
ハ

、
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
ウ
リ
、
ヒ
ヤ
リ
ウ
リ

ニ

付
ル
。
ア
ル
イ
ハ

、
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
ウ
リ
、
ヒ
ヤ
リ
ウ
リ
イ
ニ
付
ル
。

人
鞍
馬
天
狗
ワ
〉

〈
朝
長
?
〉
っ
と

「
ミ
ル
人
モ
ナ
キ
」

ハ
、
カ
ゲ
ヨ
リ
出
ル
。
「
サ
シ
セ
十
方
ハ
」
、

カ
ゲ
ヨ
リ
出
ル
。

〈
安
宅
〉

「
ク
ワ
ス
シ
ン
帳
」
、
カ
ケ
ヨ
リ
出
ル
。

〈
マ
マ

トV

遊
行
柳
、

「
わ
か
聖
人
」
よ
り
も
合
ス
ル
。
又
「
ウ
ゲ
ヨ
ロ
コ

ブ
」
ヨ
リ
モ
ム
ロ
ス
ル
。
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(
袈
見
返
〉

汗
に
ぬ
れ
し
人
斗
な
り
蝉
時
雨

柔
水

此
君
園
知
常
済
蔵


